


②

　
記
念
講
演
で
は
「
み
ん
な
お
な

じ
」と
題
し
て
、元
関
西
テ
レ
ビ
放

送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
現
在
フ
リ
ー

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

う
め
だ
じ
ゅ
ん

る
梅
田
淳
さ
ん
が
、
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

　
何
気
な
い
一
言
で
人
を
傷
つ
け

て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
が
、
お

互
い
を
理
解
し
あ
っ
て
い
れ
ば
こ

じ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
気
を
使
い
す
ぎ
る
こ
と

　「
輝
き
と
や
す
ら
ぎ
と
交
流
の
ま
ち
白
浜
」
を
テ
ー
マ
に
、
旧
両
町
の

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
文
化
と
福
祉
を
通
じ
て
、
健

康
で
豊
か
な
明
る
い
ま
ち
「
ヘ
ル
シ
ー
タ
ウ
ン
」
を
め
ざ
し
て
開
催
さ

れ
る
「
し
ら
は
ま
文
化
と
福
祉
の
集
い
」。
白
浜
会
場
に
引
き
続
き
、
11

月
は
日
置
川
会
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

■記念講演■記念講演■記念講演■記念講演■記念講演

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
・
自
主
サ
ー
ク
ル
・

教
室
等
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
す
。

　
大
正
琴
や
詩
吟
、舞
踊
、太
鼓
の
参
加

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

で
余
計
に
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
一
言
の
重
み
と
と
も
に
同
じ
目

線
で
互
い
に
理
解
し
合
え
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん

の
在
日
外
国
人
の
友
人
の
中
か
ら

あ
き
や
ま
よ
し
ひ
ろ

特
に
、
秋
山
成
勲
選
手
（
元
柔
道

家
・
現
在
格
闘
家〈
日
本
国
籍
〉）と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
っ
て

く
れ
ま
す
。



③

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
・
自
主
サ
ー

ク
ル
・
教
室
・
分
館
等
の
皆
さ
ん
が

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
す
る

機
会
と
し
て
ち
ぎ
り
絵
や
俳
句
、

山
野
草
、
書
道
、
陶
芸
、
絵
画
、
木

工
、
編
み
物
、
写
真
、
ビ
デ
オ
、
絵

手
紙
等
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
ぜ
ひ

一
度
、
実
際
に
作
品
を
鑑
賞
し
て

い
た
だ
き
公
民
館
サ
ー
ク
ル
参
加

へ
の
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
安
居
茶
道
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
お

茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
茶
、
お
茶
菓
子
が
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
健
康
ま
つ
り
】

　
血
圧
・
骨
密
度
測
定
・
ふ
れ
あ
い

体
験（
妊
娠
体
験
・
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ

こ
・
身
体
測
定
成
長
記
録
カ
ー
ド

の
作
成
等
）、食
育
及
び
環
境
に
関

す
る
展
示
・
試
食
、正
し
い
お
は
し

の
持
ち
方
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
等
の

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

【
福
祉
ま
つ
り
】

　
福
祉
用
具
・
介
護
用
具
の
展
示
、

介
護
相
談
、
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

等
を
開
設
し
ま
す
。ほ
か
に
も
、拠

点
公
民
館
中
庭
で
は
日
置
川
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
よ
る

『
カ
レ
ー
屋
さ
ん
』、
拠
点
公
民
館

前
駐
車
場
で
は
、福
祉
バ
ザ
ー
・
て

づ
く
り
作
品
展
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
・

模
擬
店
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
に
よ
り

出
さ
れ
ま
す
。
日
置
川
事
務
所
前

駐
車
場
で
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
装
着

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

【
保
育
園
、小
・
中
学
生
絵
画
展
】　

　
日
置
川
地
域
の
保
育
園
児
、小
・

中
学
生
の
絵
画
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

生
涯
学
習
講
演
会

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

　
日
置
川
拠
点
公
民
館
三
舞
分
館

で
は
９
月
23
日
に
高
齢
者
活
動
促

進
施
設
「
み
ま
い
荘
」
に
お
い
て
、

な
み
こ
し
ま

国
際
指
圧
協
会
　
会
長
　
浪
越
満

つ

こ

都
子
先
生
を
迎
え「
指
圧
と
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。
指

圧
の
方
法
・
効
果
に
つ
い
て
約
30

分
講
演
し
た
後
に
２
人
一
組
で
交

代
し
な
が
ら
指
圧
の
実
践
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
の
約
60
人
は
日

頃
の
農
作
業
等
で
痛
め
た
腰
や
膝

や
肩
等
の
痛
く
て
つ
ら
い
箇
所
を

ど
う
す
れ
ば
楽
に
な
る
か
、
指
導

し
て
も
ら
い
実
践
し
て
い
ま
し
た
。



④

405 395
合　計

公営企業等
会計部門

(△23.1％)

△ 12

職員数 445 433 419

(△9.9％)

△ 44

対前年
増減数

3 △ 12 △ 14 △ 14 △ 4

401

△ 6

3748 43 38 40

△ 5 2 △ 3

職員数

対前年
増減数

△ 1 △ 4 △ 5

△ 32361 358393 385

区分

－

(△8.1％)

△ 32

376 367

小

計

対前年
増減数

4 △ 8 △ 9 △ 9 △ 6 △ 3

職員数

△ 1

130 128 125 124 130 129

△ 2 △ 3 △ 1 6

257 251 243 231

－

平成19年
（予定）

実績比較

229

△ 12 △ 2

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

△ 6 △ 6 △ 8 (△12.2％)

職員数

対前年
増減数

52

263
普
通
会
計
部
門

特
別
行
政

職員数

一
般
行
政

4

平成14年

対前年
増減数

対前年
増減数

職員数

総務企画

議会

区分

対前年
増減数

△ 2

職員数 5 5 5 5 3 △ 2 3

平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 実績比較
平成19年
（予定）

(△40％)

対前年
増減数

2 2 2 △ 1 △ 1 (3.08%) △ 2

職員数 65 67 69 68 67 2 65

△ 2 2 △ 2 2 1 (18.75%)

職員数 16 18 16 18 19 3 19

対前年
増減数

3 △ 5 △ 2 △ 2 △ 6 (△19.5％)

77 72 70 68 62 △ 15 62

対前年
増減数

△ 1 1 △ 1 △ 3 (△7.9％)

職員数 38 39 38 35 35 △ 3 35

対前年
増減数

－ 1

職員数 － 1

△ 1
対前年
増減数

1 △ 1 △ 2 △ 1

21

△ 5 (△36％)

△ 9 15

－ △ 21 △ 1 1

1625 24 22

10 11 11 11 － 9

税務

民生

衛生

労働

農林水産

商工

11

土木

対前年
増減数

職員数

職員数

職員数

対前年
増減数

17 18 △ 8

△ 4 △ 2 △ 3

26 22 20 20

1 (△30.8％) 2

③職員数の推移

④部門別の実績内訳（一般行政部門）

（各４月１日現在、単位：人）

（各４月１日現在、単位：人）

※「実績比較」欄の値は、５年前（平成 14 年）の数に対する実績（平成 18 年）の数の割合です。
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事務効率化

体制充実

一

般

行

政

部

門
部

門

特
別
行
政

事務効率化16

体制充実

〔参考：類似団体の職員数　97人〕

施設委託

体制充実

主な増減理由

事務効率化△ 2

事務効率化

体制充実

公

営

企

業

等

会

計

部

門

議 会

事務効率化

体制充実

〔参考：類似団体の職員数　172人〕

体制充実

合計

△ 3

2

△ 4

38

405

40

対前年
増減数

　　　　　区分
　部門

18

平成18年

35

職　員　数

平成17年

5

68 △ 1

3

67

119

△ 6

△ 5

1

△ 12

2

4

6

△ 2

6

1

17

243

62

11

231

18

68

35

21

11

13

5

12

5

16

小計

3

18

6

49 51

75

124

79

病 院

401

130

総 務 企 画

税 務

民 生

衛 生

農 林 水 産

商 工

土 木

水 道

下 水 道

そ の 他

小計

教 育

消 防

小計

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳 44歳 48歳 52歳 56歳 60歳

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳 55歳 59歳 以上

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

3 15 26 49 67 25 23 24 50 52 62 5
職員数

区分

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各４月１日現在、単位：人）

（２)年齢別職員構成の状況（平成１８年４月１日現在）

（３) 定員適正化の数値目標
　　①定員適正化目標
　　　　合併に伴う新町建設計画にかかる財政計画においては、合併前の白浜町と日置川町の普通会計職
　　　員数を平成２８年度までの間に２６２人とすることを目標にしています。これに財政計画の算定に
　　　含まれていない日置川消防署とすさみ消防署の職員４０人を加え、平成２８年度までに普通会計職
　　　員数を３０２人にすることを目標に取り組んでいきます。

　　②定員適正化手法の概要
　　　　行政組織や事務事業の統廃合、退職者の不補充などにより減員に努め、スクラップアンドビルド
　　　方式の徹底を図りながら、職員の適正配置を行います。



⑥

          安心安心安心安心安心・・・・・安全メール安全メール安全メール安全メール安全メール
　　　　　　　　一斉配信サービス一斉配信サービス一斉配信サービス一斉配信サービス一斉配信サービス

１１月１日開始１１月１日開始１１月１日開始１１月１日開始１１月１日開始

１０月１日から受信者登録が開始されていま１０月１日から受信者登録が開始されていま１０月１日から受信者登録が開始されていま１０月１日から受信者登録が開始されていま１０月１日から受信者登録が開始されていますすすすす

白浜町では、１１月１日から『安心・安全メール』一斉配信サービスを開始します。

携帯電話やパソコンに、不審者情報や防災情報、防犯情報等を一斉に配信し、情報を共有することによって、事故や事件
を未然に防ぐ、住民・役場・各団体・各組織の協力による一体となった『安心・安全なまちづくり』の取り組みです。

事件発生

安心・安全メール受信（事件） （住民） （役場） （受信登録者）
●月●日●時●分、小学生
二人が下校中、○○○の路
上で、○色の軽自動車に乗
った見知らぬ男性から、
『＊＊＊＊＊』と声をかけら
れた。
二人が断るとそのまま車で
走り去った。

通知・通報
情報入力
メール発信

防犯・防災の情報 など 最新の情報最新の情報最新の情報最新の情報最新の情報 が いち早く受信 できます

安心・安全メールの内容は？
○不審者情報等の防犯情報
○災害、警報等の防災情報

○尋ね人等の捜索情報
○安心・安全に関する情報

みなさんの登録をお願いします

登録は簡単！！

誰でもすぐに登録が可能です

登録は無料！！

バーコード対応機種で、
『安心・安全マーク』
サイトヘひとっとび！

登録については、インターネットのホームページ閲覧とメール送受信が可能な、
パソコンまたは携帯電話があれば、自動登録システムにより２４時間いつでも、
誰でも登録することができます。

携帯電話からはバーコードを読み取ってアクセスできます。携帯電話からはバーコードを読み取ってアクセスできます。携帯電話からはバーコードを読み取ってアクセスできます。携帯電話からはバーコードを読み取ってアクセスできます。携帯電話からはバーコードを読み取ってアクセスできます。

1.このサービスをご利用になるには、事前にaamail@shirahama.aamail.aikis.jpからのメール受信を可能に
　しておいてください。また、このアドレスはシステムが利用者に自動配信するためのもので、返信を行なっ
　ても担当者には届きませんのでご注意ください。
2. ご利用されている通信事業者のシステムの状況やご利用者の電波状態等の条件によっては、着信されない、
　あるいは遅延する場合があります。
3. 携帯通信事業者に対して一度に大量のユーザ宛にメールを送ると迷惑メールと判定されるため、分割して
　送信を行っています。このため同一の機種をお使いの方同士でも受信時間が違うなど、受信状況は必ずし　

も同じではありませんのでご了承ください。

【お問い合わせ】企画財政課情報政策室 (℡：43-5555　メール：jyouhou@town.shirahama.wakayama.jp)

◎詳しい登録方法は、白浜町公式ホームページ（http://www.town.shirahama.wakayama.jp/）で見ることができます。

携帯電話のバーコード対応していない機種をお使いの場合は、下記 UR L を入力ください。

http://shirahama.aamail.aikis.jp/http://shirahama.aamail.aikis.jp/http://shirahama.aamail.aikis.jp/http://shirahama.aamail.aikis.jp/http://shirahama.aamail.aikis.jp/
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～「広報しらはま」１０月号からの続き～

●　
　　
　　平成１８年度税制改正で、所得税から個人住民税への３兆円規模の本格的な税源移
　譲が実施されます。
　　この税源移譲にあたって、主な改正内容を過去３回にわたり掲載させていただきま
　した。４回目にあたる今回は、税源移譲に伴うその他のものと、平成１９年度分から　
　の定率控除( 減税) の取扱いについて掲載させていただきます。

４．税源移譲に伴うその他所要の措置
　　個人住民税の税率が一律 10％にフラット化されることにより、これまで累進課税を前提として通常の
　所得割の税率表を用いて所得割額を算出していた「山林所得の５分５乗規定」並びに「変動所得及び臨
　時所得に係る平均課税の規定」による課税方法ついては、平成 19 年度以後の個人住民税の課税分から
　廃止されることとなりました。
　 また、現年「退職分離課税に係る特別徴収税額表」についても、税率のフラット化に伴い、税額計算
　が容易となることから、平成18 年をもって廃止されることとなりました。（平成19 年 1 月 1 日以後の退
　職所得に係るものから、一律町民税６％・県民税４％の税率が適用されますが、当分の間は、そうして
　求められた税額から 10％に相当する金額を控除するものとされています。）
　　
　　◆山林所得の５分５乗方式による課税方法が廃止されます。
　　◆変動所得及び臨時所得の平均課税による課税方法が廃止されます。
　　□退職所得に係る特別徴収税額表が廃止されます。　　⇒　　　　　　　

５．定率控除(減税) の廃止等
　　平成１９年度から定率控除(減税)が廃止されます。
　　　

　　参考　所得税 控除率 10％、控除限度額12.5 万円　⇒　廃　止

※今回の税制改正による

定率控除(減税)の廃止は、

個人住民税については平

成19年度課税分から、所

得税については平成19年

分の確定申告、年末調整

から適用されます。

廃　　止

　
11
月
11
日
（
土
）
か
ら
17
日
（
金
）
ま
で

の
７
日
間
は
、
全
国
一
斉
に
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　【
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
税
】

　
国
民
の
皆
さ
ま
に
、よ
り
能
動
的
に
税
の

仕
組
み
や
目
的
な
ど
を
考
え
、国
の
基
本
と

な
る
税
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

週
間
で
す
。

　　
白
浜
町
で
は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、口
座
振
替
の
推
進
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

◆
日 

時
　
11
月
18
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

◆
場 

所
　
サ
カ
エ
白
浜
店

　
　
　
　 

オ
ー
ク
ワ
白
浜
堅
田
店

　
　
　
　 

Ａ
コ
ー
プ
紀
南
あ
ぜ
み
ち

　
　
　
　 

オ
ー
ク
ワ
日
置
店

 
⇒

個人住民税所得割額の 7.5% 相当額
7.5% 相当額が２万円を超える場合は２万円

 
 



⑧

　平成７年に発生した阪神・淡路大震災で
は、生き埋めや建物等に閉じ込められた人
のうち、約８割が家族や隣人によって救出
され、専門の救助隊による救出は、数字的に
はごくわずかでした。
　このことからも、公共機関が発生直後に多
数の被害者を助けることは困難であり、救助
や初期消火には、近隣住民による組織的な防
災活動が大変重要であることがわかります。

　現在自主防災組織を結成されていない地
域の皆さんは、ぜひ一度ご検討ください。な
お、組織結成についてわからない点等があ
りましたら、担当までご連絡ください。

　白浜町では、災害時における物資の供給対策のひとつ

として、次の民間企業及び団体と物資供給に関する協定

を結びました。

　今後もこうした民間との協力体制を整備していく予定

です。

　　　　　作業用品、日用品、水、ミニトイレ 他

　災害対応型自動販売機を役場へ設置し、
　その商品を災害時に無償提供

　住民が自治会・町内会等の単位で、各地域
の実状に応じた組織を編成し、「自分たちの
まちは自分たちで守る」という自助・共助の
考えのもと、地域ぐるみで防災活動にあた
るための集まりです。

　現在、白浜町には自主防災組織が３５団
体結成されていますが、町全体の人口割か
らの組織率は37.5％にとどまっています。

■募集及び受付期間：11 月 6 日(月)～ 11 月 10 日(金)
■抽　選　日　　　：11 月 15 日(水)
■受付場所及びお問い合わせ先：役場建設課 都市計画係（℡４３－６５８６）

   　 　

（注）家賃の他に共益費が必要です。

【募集内容】

日置川事務所 産業建設係（℡５２－２３０２）



⑨

※白浜町老人保健受給者数３，９６６人（平成１８年３月末現在）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　
10
月
１
日
よ
り
、
乳
幼
児
医
療
受
給
者
の

方
は
、和
歌
山
県
内
の
医
療
機
関
窓
口
で
、一

部
負
担
金
を
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、ひ
と
り
親
家

庭
医
療
受
給
者
の
方

に
つ
き
ま
し
て
も
、田

辺
・
西
牟
婁
郡
内
の

医
療
機
関
窓
口（
南
和

歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー

を
除
く
）で
一
部
負
担

金
を
支
払
う
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
窓
口
で
支

払
っ
て
い
た
自
己
負

担
分
は
、直
接
町
か
ら

医
療
機
関
に
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。



⑩

●
11
月
12
日
（
日
）

　『
学
校
地
域
交
流
会
』

　
ふ
れ
あ
い
レ
ク
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

　
ふ
れ
あ
い
給
食
・
音
楽
発
表
・
郷

　
土
芸
能
（
獅
子
舞
）
鑑
賞

●
11
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）

　『
公
開
授
業
参
観
』

●
11
月
19
日
（
日
）

　『
わ
く
わ
く
体
験
博
in
湯
崎
』

　
交
流
学
習
・
音
楽
発
表
・
地
域
の

　
方
の
発
表

●
11
月
20
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）

　『
公
開
授
業
参
観
』

●
11
月
24
日
（
金
）

　『
縦
割
り
ロ
ン
グ
活
動
』

　
祖
父
母
を
招
待
・
模
擬
店
の
体

　
験
活
動

●
11
月
26
日
（
日
）

　『
日
曜
参
観
日
』

　
児
童
作
品
の
展
示
・
授
業
参
観
・

　
教
育
講
演
会

●
12
月
１
日
（
金
）

　『
西
リ
ン
ピ
ッ
ク
』

　
校
内
持
久
走
大
会
・
児
童
作
品

　
の
展
示

●
11
月
26
日
（
日
）

　『
南
白
浜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

　
体
験
教
室
（
わ
ら
細
工
・
工
芸
・

　
手
芸
等
）・
児
童
発
表
・
大
道
芸

　
公
演
・
地
域
の
方
々
の
作
品
展
示

※
年
間
を
と
お
し
、
毎
日
の
授
業

　
を
公
開

●
11
月
26
日
（
日
）

　『
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

　
地
域
の
方
々
や
児
童
の
作
品
展

　
示
・
昔
の
遊
び
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・

　
給
食
試
食

●
11
月
26
日
（
日
）

　『
三
世
代
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
』

　
も
の
づ
く
り
体
験
授
業
・
マ
ラ

　
ソ
ン
大
会
・
昼
食
会
・
学
習
発
表
・

　
地
域
の
方
々
や
児
童
の
作
品
展
示

●
11
月
25
日
（
土
）
〜
26
日
（
日
）

　『
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
』

　
・
25
日
（
土
）

　
　
　
ふ
れ
あ
い
作
品
展

　
　
　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
・
26
日
（
日
）

　
　
　
ふ
れ
あ
い
作
品
展
・
発
表

　
　
　
会
・
ふ
れ
あ
い
持
久
走
大

　
　
　
会
・
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
等

　

●
11
月
13
日
（
月
）

　『
英
語
教
室
』

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業
を
保
護
者
、
地

　
域
の
方
々
に
開
放

●
11
月
17
日
（
金
）

　『
公
開
授
業
参
観
』

　
国
語
力
向
上
研
究
発
表
会

●
12
月
上
旬

　『
ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
作
戦
』

　
親
子
で
地
域
の
清
掃
・
美
化
活
動

●
11
月
17
日
（
金
）

　『
公
開
授
業
参
観
』

　
国
語
力
向
上
研
究
発
表
会

●
11
月
30
日
（
木
）

　『
収
穫
祭
』

　
農
園
で
栽
培
し
た
農
産
物
の
収

　
穫
祭
に
地
域
の
方
々
を
招
待

●
11
月
13
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）

　『
公
開
授
業
参
観
』

●
11
月
13
日
（
月
）

　『
和
楽
器
（
三
味
線
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
奏
体
験
』

●
11
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）

　『
公
開
授
業
参
観
』

●
11
月
10
日
（
金
）

　『
餅
つ
き
大
会
・
模
擬
店
』



⑪

●
11
月
19
日
（
日
）

　『
川
添
ま
つ
り

    

　（
地
域
と
の
合
同
文
化
祭
）』

　
学
習
発
表
・
歌
、
合
奏
、
劇
等

　
を
発
表

●
11
月
19
日
（
日
）

　『
川
添
ま
つ
り

    

　（
地
域
と
の
合
同
文
化
祭
）』

　
学
習
発
表
・
歌
、
合
奏
、
劇
等

　
を
発
表

●
11
月
24
日
（
金
）

　『
文
化
祭
』

　
育
友
会
の
出
し
物
も
予
定

●
日
時
未
定
『
美
術
作
品
展
示
』

●
日
時
未
定
『
音
楽
発
表
会
』

　
郡
市
音
楽
祭
参
加
予
定
学
年
の

　
校
内
発
表
会

●
日
時
未
定
『
部
活
動
参
加
』

　
保
護
者
・
小
学
校
６
年
生
を
対
象

●
11
月
17
日
（
金
）

　『
公
開
授
業
参
観
』

　
国
語
力
向
上
研
究
発
表
会

●
11
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）

　『
公
開
授
業
・
部
活
動
参
観
』

●
11
月
23
日
（
木
）

　『
校
内
文
化
祭
』

　
生
徒
ス
ピ
ー
チ
・
音
楽
発
表
・
問

　
題
解
答
ゲ
ー
ム
・
文
化
体
験
・
生

　
徒
会
、
育
友
会
昼
食
バ
ザ
ー
等

●
11
月
19
日
（
日
）

　『
川
添
ま
つ
り

    
　（
地
域
と
の
合
同
文
化
祭
）』

　
創
作
劇
・
作
品
展
示
・
バ
ザ
ー
出
店

　●
11
月
８
日
（
水
）
〜
９
日
（
木
）

　『
公
開
保
育
参
観
』

●
日
時
未
定
『
わ
ら
べ
会
』

　
園
児
の
祖
父
母
と
の
交
流
・
ク

　
ラ
ス
保
育
へ

※
毎
週
第
２
金
曜
日
に
園
開
放

●
11
月
９
日
（
木
）

　『
公
開
保
育
参
観
・
講
演
会
』

　
食
育
に
つ
い
て

　秋深く、宇宙に向かって青い空が何処までもひろがっています。

　今、白浜町内の小学校では、学校教育の中で挨拶が出来る子どもたちを育む取り組み
が続いています。「おはようございます」「こんにちは」「ありがとうございます」「すみ
ません」「さようなら」といった挨拶が素直に言葉として口から出ることが、情操教育
にとっても、また、友達同士のコミュニケーションの機会を深め、子ども同士が友人と
しての関係を育む上からも、大変有益な取り組みであると考えます。

　この取り組みは殺伐となりがちな現在社会において、私たち社会人にとっても必要で
大切なことではないかと考えます。また、今日ほどその必要性を感じることはありませ
ん。コミュニケーションとしての会話は、人々の心と心に潤滑油としての役割を果たし
ています。　

　衝動的に隣人や通行人を殺害してしまったり、親が子どもの養育を放棄したり、
ちょっとした心の触れ合い（コミュニケーション）不足が原因ではないかと思われる事
件が、全国各地で多発しています。

　少しでも住みよい町づくりをめざす時、先ず家庭から、学校から、職場から、それぞ
れの触れ合いのある中で、さわやかな挨拶が交わせることにより、古里に住む人々の心
の連携を深め、お互いを思いやる住みよい町づくりがひろがっていくのではないでしょ
うか。みんなで小学校の取り組みを応援し、ひろげていければと考えています。

　次に、白浜町では介護保険料についての説明会を開催させていただいています。ご連
絡をくださいましたら、担当課が出席し、説明会をさせていただきますのでお申し出く
ださい。



白浜町清掃センター ℡45-3800
日置川水道事務所　 ℡52-2179
白浜町中央公民館 　℡42-2269

日置川焼却場 　　℡52-2750
町立図書館 　　　℡43-2922
日置川拠点公民館 ℡52-2660

白浜町上下水道課 ℡45-2000
町立児童館 　　　℡45-2117
中央保健センター ℡43-0178

⑫

〔申込書・願書交付〕　　　　　　　　　　　
平成１８年１１月１日（水）より役場幼児対策室・
富田事務所・日置川事務所・各保育園・幼稚園で
交付します。　

〔受付期間〕　　　　　　　　　　　　　　　
平成１８年１１月６日（月）から１１月１７日
（金）までの期間とします。
（ただし土曜、日曜日は除きます）

〔受付場所〕　　　　　　　　　　　　　　　
　希望する幼稚園で行います
〔受付時間〕　　　　　　　　　　　　　　　
　８時３０分から１６時まで
〔入園該当児〕
　平成１３年４月２日から平成１５年４月１
日までの間に生まれた児童（４・５歳児）
〔定　員〕
　白浜第一幼稚園（７０人）　
　富田幼稚園（７０人）　
　※４・５歳児　各３５人　
なお、５歳児の入園許可にあたっては、現在在
園している４歳児を優先します。

〔受付場所〕　　　　　　　　
　希望する保育園で行います
〔受付時間〕　　　　　　　　
　８時３０分から１７時まで
〔定　員〕　　　　　　　　　
◇町立　白浜保育園（１５０人）　　
　　　　湯崎保育園（６０人）
　　　　しらとり保育園（８０人）　
　　　　椿保育園（４０人）
　　　　日置保育園（９０人）
　　　　いちかの保育園（３０人）
◇私立　堅田保育園（９０人）
　　　　堅田第二保育園（９０人）

　　　 詳しくは、
  役場幼児対策室まで
　（℡４３－５５５５）
 お問い合わせください。

秋の全国火災予防運動
１１月９日～１１月１５日
◆統一標語　『消さないで
　あなたの心の　注意の火』
　火災が発生しやすい気候とな
る時季を迎えるにあたり、火災予
防思想の一層の普及を図り、火災
の発生を防止し、かけがえのない
命、大切な財産を守りましょう。
◆１１月９日は「１１９番の日」
　昭和62 年の自治体消防制度40
周年を記念して「119」にちなん
で、11 月 9 日は 119 番の日とな
りました。
◆火災・救急等についてのお問
い合わせは、加入電話（白浜消
防署℡ 43-0119・日置川消防署
℡ 52-3061）をご利用ください。
　皆さんの正しい通報が、迅速・
的確な消防活動につながります。
落ち着いて、正確に！

● ●

☆対象児童　　
☆学童保育所 ・

遊んで！学んで！楽しんで！「U 遊祭２００６」
１２月２（土）・３（日）県立情報交流センター Big・U にて開催



白浜町役場 ℡43-5555
富田事務所 ℡45-0009
安居出張所 ℡53-0009

日置川事務所 ℡52-2300
椿出張所 　　℡46-0052
市鹿野出張所 ℡54-0001

⑬

人　口　２４，２８７人
　　（先月比　－４４人）
　男　　１１，４１２人
　　（先月比　－３３人）
　女　　１２，８７５人
　　（先月比　－１１人）
世帯数　１０，８４１世帯
　　（先月比　－７世帯）
※平成１８年１０月１日現在

白浜警察署からのお知らせ
～被害者相談窓口～

　警察では、犯罪による被害者
からの様々な相談に応じるため、
被害者相談窓口を設け、犯罪被
害給付制度の案内や、困ってい
ること、不安なことなど、被害者
本人からだけでなく、ご家族友
人からの相談も受け付けていま
す。警察だけで対応できないこ
とについては、専門の機関を紹
介しますので、次の被害者相談
窓口をご利用ください。
◇警察本部警察相談課
　（℡ ♯〔シャープ〕９１１０）
　（℡０７３－４３２－０１１０）
◇白浜警察署（℡４３－０１１０）
●犯罪被害給付制度とは●

　通り魔殺人等の故意の犯罪により、

不慮の死亡、重症病、または、傷害と

いう重大な被害を受けたにもかかわら

ず、何ら公的救済や加害者からの損害

賠償も得られない被害者または、遺族

に対して、社会の連帯共助の精神に基

づき、国が犯罪被害者給付金を支給

し、その精神的、経済的打撃の緩和を

図るものです。

指名手配被疑者の
検挙にご協力を！

　平成１８年９月末現在、全国の
警察から指名手配されている者
は、警察庁指定特別手配被疑者と
して地下鉄サリン事件などで特別
手配しているオウム真理教関係被
疑者３人をはじめ、約2,200 人に
上っています。これらの被疑者
は、殺人、強盗等の凶悪事件、暴
行、傷害等の粗暴事件、窃盗事件、
詐欺、横領等の知能犯事件などに
関して手配されており、再び犯行
を繰り返すおそれがあるので、早
期に検挙しなければなりません。
　警察では、１１月中に全国警察
の総力を挙げて追跡捜査を行うこ

ととし、これら被疑者の早期検挙
に取り組んでいるところです。
　これらの指名手配被疑者の発
見に向けた各種捜査活動には、
町民の皆さんのご協力がぜひと
も必要です。指名手配被疑者に
よく似た人を見かけたといった
情報など、どんなささいなこと
でも結構ですので、１１０番ま
たは白浜警察署、最寄りの交
番、駐在所に通報していただく
ようお願いします。
■お問い合わせは、白浜警察署
　（℡４３－０１１０）まで。

田辺税務署からのお知らせ
～「年末調整説明会」の開催～
　平成１８年分の年末調整の仕
方及び法定調書等の提出方法に
ついて、次のとおり説明会を開
催します。税務署から送付され
た関係書類をご持参の上、お近
くの会場までお越しください。
１）日時　１１月２８日（火）
　　　　　午後１時３０分～
　　場所　紀南文化会館
　　　　　大ホール
２）日時　１１月２９日（水）
　　　　  午後１時３０分～
　　場所　白浜町立総合体育館
　　　　　小アリーナ
「個人事業者のための
決算説明会」の開催

　平成１８年分確定申告のための
青色決算書等の作成方法について、
次のとおり説明会を開催します。
◇日時　１１月２８日（火）
　　　　午後３時３０分～
◇場所　紀南文化会館 大ホール
※所得税の青色申告決算書及び手引き、

各種パンフレットは、平成19年1月下

旬に確定申告書と同時に発送します。

■お問い合わせは、田辺税務署
 （℡２２－１２５０）まで。

農家の皆さんへ
園芸施設共済のお知らせ
　ＮＯＳＡＩ和歌山南部では、
自然災害などでビニールハウ
ス・ガラス室などの施設が被害
を受けたとき、損害を補償し農
家の経営をバックアップします。
　農家の皆さんの負担を軽くす
るため、掛金の半分を国が負担
しています。
　詳しくは、和歌山南部農業共
済組合（℡２２－０７０４）まで
お問い合わせください。

 ねぇみんな、
　 この金額に目を留めて！

和歌山県最低賃金
　和歌山労働局では、和歌山県
最低賃金を時間額６５２円に改
正決定し、平成１８年１０月１
日から適用しています。
①最低賃金は、常用労働者のみで
なく、臨時・パート・アルバイトな
どすべての労働者に適用されます。
②最低賃金には、精皆勤手当・通
勤手当・家族手当・賞与等は含ま
れません。
③「鉄鋼業」・「百貨店、総合スー
パー」については、これより高い
産業別最低賃金が適用されます。
　詳しくは、田辺労働基準監督
署（℡２２－４６９４）までお問
い合わせください。
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⑭

　
日
本
人
の
女
性
で
は
現
在
１
年
間
に
約
３
万
５
千
人
が

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
胃
が
ん
・
大

腸
が
ん
と
並
ん
で
最
も
多
い
が
ん
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

乳
が
ん
の
特
徴
は
、
40
〜
50
歳
代
の
女
性
（
壮
年
層
）
に

多
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
壮
年
層
の
乳
が
ん
の
発
生
率

は
、
こ
こ
20
年
間
で
約
２
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
乳
が
ん

で
亡
く
な
る
方
は
、
１
年
間
に
約
１
万
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
が
ん
死
亡
の
23
％
を
占
め
て
お
り
、
壮
年

層
の
最
も
多
い
が
ん
死
亡
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
を
行
い
、
乳

が
ん
を
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
方
の
命
を
乳
が
ん
か
ら
助
け
る
た
め
、
２
０

０
４
年
よ
り
厚
生
労
働
省
は
40
歳
以
上
の
女
性
の
乳
が
ん

検
診
は
従
来
の
視
触
診
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
も
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
ど
の
よ
う
な
検
査
か
と

い
い
ま
す
と
、
Ｘ
線
に
よ
る
乳
房
撮
影
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
乳
房
は
、
乳
腺
・
脂
肪
・
皮
膚
で
構
成
さ
れ
た
柔
ら

か
い
組
織
で
で
き
て
い
る
た
め
、
骨
や
肺
を
撮
影
す
る
装

置
と
は
違
い
乳
房
専
用
の
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｘ
線
を
出

す
撮
影
装
置
を
使
っ
て
撮
影
を
し
ま
す
。
こ
の
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
で
は
、
手
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
小
さ

な
し
こ
り
（
腫
瘤
）
や
乳
が
ん
の
中
に
で
き
る
細
か
い
小

さ
な
石
（
微
小
石
灰
化
）
を
写
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
症
状
が
な
い
早
期
の
乳
が
ん
の
発
見
に
大
変
有
効

な
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
２
０
０
５
年
12
月

に
乳
房
Ｘ
線
撮
影
装
置
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ-

RT:

GE
）
が
導
入

さ
れ
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
実
際
の
撮
影
で
は
、
基
本
的
に
乳
房
を
左
右
片
方
ず
つ

角
度
を
変
え
て
斜
め
か
ら
と
、
上
下
か
ら
の
２
方
向
で
合

計
４
枚
撮
影
し
ま
す
。
乳
房
全
体
を
写
し
出
す
た
め
に
で

き
る
だ
け
体
か
ら
前
に
引
っ
張
り
出
し
、
フ
ィ
ル
ム
を
入

れ
た
台
と
透
明
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
板
で
挟
み
約
４
〜
５

㎝
に
平
ら
に
薄
く
押
し
広
げ
て
撮
影
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
板
で
挟
む
こ
と
は
圧
迫
と
い
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
圧

迫
が
必
要
か
と
い
い
ま
す
と
、
乳
房
の
中
の
乳
腺
は
ぶ
ど

う
の
房
の
よ
う
に
あ
り
、
圧
迫
を
せ
ず
に
撮
影
す
る
と
、

ぶ
ど
う
の
実
同
士
が
重
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
中
に
病
変

が
あ
っ
て
も
重
な
り
に
隠
れ
て
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
圧
迫
を
し
て
、
重
な
り
を
少
な
く

し
て
乳
腺
全
体
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
圧

迫
の
際
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
多
少
痛
み
を
伴
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
無
理
な
圧
迫
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
我
慢
で
き
な
い
ほ
ど
の
痛
み
が
あ
る
時
に
は
、

い
つ
で
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
圧
迫
す

る
こ
と
は
放
射
線
の
被
曝
線
量
を
低
減
さ
せ
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。
乳
房
の
厚
み
を
１
㎝
薄
く
す
る
こ
と
は
線
量
を

半
分
に
減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
検
査
全
体
は
10

分
程
度
か
か
り
ま
す
が
、
圧
迫
し
て
い
る
時
間
は
数
10
秒

で
す
の
で
、
よ
り
良
い
写
真
を
得
る
た
め
に
も
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
大
変
治
癒
効

果
の
高
い
が
ん
で
す
。
乳
が
ん
検
診
が
受
診
で
き
る
年
齢

に
な
っ
た
ら
、
怖
が
ら
ず
少
し
の
勇
気
を
持
っ
て
受
診
し

て
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

國部

午　前
夕　診

　 8:30～11:30
  16:00～18:30

 9:00～
16:30～

●夕診　月・水・金→内科・整形外科
　　　　　　　　　　※整形外科の夕診は17:30～

　受付時間
 8:30～11:30
13:30～16:30
12:00～14:30
13:00～15:45
14:00～16:30

　診療時間
 9:00～12:00
14:00～17:00
12:30～15:30
13:30～16:00
14:30～17:00

●呼吸器外来→週３回（水曜午前午後・木曜午前／松尾）
●循環器・高血圧専門外来月２回（土曜午前） 受付8:30～11：00 診察9:00～12:00

●糖尿病専門外来→週１回（木曜午後／水本）
●関節専門外来→週１回（土曜午前／金）
●緩和ケア外来（予約制）→週１回（水曜午後／伊藤）
●腫瘍内科→１回（月曜午後／佃）
●心療内科・漢方外来（水曜午後／立田）

午前（月～土）
午後（月～金）
眼科（火）
皮膚科（火）
耳鼻咽喉科（木）

○(物療のみ)

電話 43-7880（受付）43-6200（代表）

産 婦
人 科 皮膚科

藤田

耳 鼻
咽喉科眼科

循環器
外 来

神経内科
リハビリ
専門外来

消 化 器
専門外来

石口

伊藤

泌尿器
科外来

当番医

県 立 医 大
（月３回）

県立医大
京都大学

佃伊藤

西富田ｸﾘ ﾆ ｯ ｸ診療
担当表 T E L 4 5 - 3 6 0 0

内科
整形
外科

ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ

○

西

松尾 ○

西 ○

木下

西

○

西

○

松尾

西

中島 / 大久保

佐藤 / 廣西

佐藤

県立医大
京都大学 西

小口

國部
　

國部

國部

國部
國部金(予約制)

金(予約制) 伊藤

伊藤
伊藤

小口

小口

笹岡

吉村

國部

國部
政田

午後
午前

午前

午後

水

午前

内科

月

火

木

金

土

午後

夕診
午前
午後
夕診
午前
午後

午前

夕診

午後

立田

山﨑

山﨑

松尾

高村

外 科
胃腸科

高嶋

高嶋

整形外科

ｷﾞﾌﾟｽ装具

整形ﾘｳﾏﾁ/金

金

政田

当番医

村山

村山

伊藤

松本

内科1 内科2 内科3

小口

夕診

夕診

山﨑

松本

立田

松本

佐藤

伊藤

当番医

木下

木下

木下

木下

大久保

原

政田

第1 . 3 　笹岡
第2.4.5 吉村

山﨑

松尾

伊藤

松尾

小児科

古久保
古久保

古久保
古久保

古久保

古久保

古久保
古久保

古久保

古久保

診療科　内科　　診療時間（午前9:00～12:00／午後14:00～17:00）　　休診日　土・日曜日・祝祭日・木曜日午後
担当医師　船曳　大久保（月・水曜日午後）　松尾（金曜日午前）　　　　　　　　　　　　（℡５２－２００２）

立田

●内科４診（再診）→月曜午前午後／佃・火曜午後／西・水曜午前午後／谷口・金曜午前午後／伊藤

谷口
谷口

谷口谷口
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11
月
の
行
事
予
定
表

◎詳しいお問い合わせは、白浜町保健センター（℡４３－０１７８）まで。
⑮

日 曜日 行事名 実施場所 受付時間 対象者

1 水 子育て支援室 日置保育園 10:00～12:00

2 木 二種混合予防接種 西富田小学校 12:45～

健康相談 リヴァージュ・スパひきがわ 13:30～16:00

5 日 ファミリークラス 中央保健センター 13:00～13:10

6 月 生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00

ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

栄養相談 中央保健センター  9:00～12:00

8 水 ２歳６か月児相談 中央保健センター 13:00～13:10 全町/H16年4月生まれ

9 木 糖尿病予防教室 美之浦保健センター 19:00～21:00

10 金 二種混合予防接種 白浜第一小学校 13:10～

13 月 二種混合予防接種 白浜第二小学校 13:10～

二種混合予防接種 富田小学校 13:10～

生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00

ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

14 火 二種混合予防接種 北富田小学校 13:00～

二種混合予防接種 南白浜小学校 13:10～

二種混合予防接種 椿小学校 13:50～

二種混合予防接種 日置診療所（安宅小・田野井小） 16:00～

15 水 ＢＣＧ予防接種 中央保健センター 12:30～12:50

16 木 二種混合予防接種 西富田小学校 12:45～

二種混合予防接種 市鹿野小学校（玉伝小） 14:00～

20 月 生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00

ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

21 火 １０か月児健診 中央保健センター 12:00～12:10 白浜地域/H17年12月生まれ

26 日 健康まつり 日置川地域  9:30～

27 月 生きがい広場 美之浦保健センター  9:00～16:00

ストレッチ体操 美之浦保健センター 13:30～15:00

28 火 ３歳６か月児健診 中央保健センター 12:00～12:10 白浜地域/H15年３・４月生まれ

29 水 二種混合予防接種 日置小学校（安居小） 13:30～

30 木 ４か月児健診 中央保健センター 12:00～12:10 白浜地域/H18年７月生まれ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、か

な
り
体
力
が
低
下
す
る
た
め
、65
歳
以

上
の
方
で
は
生
命
に
関
わ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、小
児
で
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
脳
炎
・
脳
症
の
発
生
は
１
歳
が
ピ
ー

ク
で
す
。年
間
１
０
０
〜
２
０
０
例
の

インフルエンザ 普通のかぜ

初期症状 悪寒（おかん）、頭痛 のどの乾燥、くしゃみ

主な症状
発熱、全身痛、悪寒
倦怠感（けんたいかん）

鼻水、鼻づまり、せき

熱 ３８～４０度（３～４日間） 微熱

合 併 症 気管支炎、肺炎など まれ

【日　時】
【場　所】
【予定参加人員】
【申し込み方法】

【参加費】
【その他】

報
告
が
あ
り
、そ
の
う
ち
の
約
１
／
３

が
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
防
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
近
づ
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
最
も
効
果
的
な
の
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ

と
で
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

て
も
、
症
状
が
軽
く
て
す
み
、
早
く
回

復
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
０
０
％
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、重
症
化
と
死
亡
者
数
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。流
行
前
に
医
療

機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。



⑯

　
中
央
公
民
館
の
婦
人
学
級
で
あ

る
「
さ
ざ
波
学
級
」
で
は
、
田
辺
海

上
保
安
部
の
協
力
に
よ
り
、
巡
視

船
の
体
験
航
海
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
台
風
16
号
の
接
近
を
心
配
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
、
曇
空

だ
っ
た
も
の
の
雨
は
な
く
、
17
人

が
田
辺
海
上
保
安
部「
こ
う
や
」に

乗
船
し
て
、田
辺
文
里
を
出
発
、田

辺
湾
か
ら
私
た
ち
の
住
む
白
浜
の

三
段
壁
ま
で
の
往
復
約
１
時
間
の

航
海
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
海
上
か
ら
白
良
浜
や
三
段
壁
を

眺
め
て
い
る
様
子
は
子
ど
も
に
か

え
っ
た
よ
う
で
、
保
安
部
の
職
員

に
色
々
と
説
明
を
求
め
、
職
員
の

方
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
様
子
の
笑
顔
で
対
応
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
田
辺
海
上
保
安
部
は
通
常
、
海

難
防
止
や
密
航
者
な
ど
の
取
り
締

り
の
た
め
、
紀
伊
水
道
を
中
心
に

巡
視
活
動
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
参
加
者
は
「
大
変
な
任
務
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
拍
手
を
送

り
、
下
船
し
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
と
天
狗
ク
ラ
ブ
が

主
催
し
て
い
る「
趣
味
の
作
品
展
」

が
９
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３

日
間
、
町
立
総
合
体
育
館
小
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
秋
開
催
さ
れ
て
い
る
同
展
は

今
年
で
36
回
目
を
迎
え
、
白
浜
町

内
外
か
ら
31
人
、
１
１
５
点
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
油
絵
、
切
り
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
パ

ス
テ
ル
画
と
い
っ
た
絵
画
か
ら
写

真
や
木
彫
、盆
景
、船
舶
の
模
型
ま

で
多
種
に
わ
た
る
皆
さ
ん
の
作
品

が
配
列
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
開
催
３
日
間
で
延
べ
４
４
７
人

の
入
場
者
が
あ
り
、
手
間
を
か
け

て
仕
上
げ
ら
れ
た
作
品
鑑
賞
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
、
男
女
４

ペ
ア
８
人
が
向
か
い
あ
っ
て
四
角

形（
ス
ク
エ
ア
セ
ッ
ト
）を
作
っ
て

踊
る
ダ
ン
ス
で
す
。
人
数
が
多
け

れ
ば
何
セ
ッ
ト
も
作
っ
て
同
じ
よ

う
に
踊
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
軽
快
な
ウ
エ
ス
タ
ン
の
曲
に

の
っ
て
歩
く
こ
と
が
基
本
と
な
り

ま
す
。運
動
量
と
し
て
は
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
室
内
で
行
っ
て
い
る
程

度
で
、
楽
し
く
踊
っ
て
い
る
う
ち

に
万
歩
計
の
メ
ー
タ
ー
が
進
ん
で

い
る
と
い
っ
た
ダ
ン
ス
で
す
。

　
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
の
良
い
と
こ

ろ
は
コ
ー
ラ
ー
（
マ
イ
ク
を
持
っ

て
指
示
を
出
す
人
）
の
言
う
こ
と

を
聞
い
て
動
作
を
判
断
し
ま
す
の

で
、
頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
コ
ー
ラ
ー
は
英
語
で
指
示
を

伝
え
ま
す
の
で
、
少
し
だ
け
英
語

の
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。

　
以
前
に
も
公
民
館
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
一
昨
年
の
５
月
に
再

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
10
数
人
の

メ
ン
バ
ー
で
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
な
が
ら
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　
人
数
が
多
け
れ
ば
多
い
程
楽
し

め
る
ダ
ン
ス
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
日
は
、毎
月
第
２
・
第
４
金

曜
日
、午
後
１
時
30
分
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
代
表 

鈴
木
將
弘
）

◇
自
主
サ
ー
ク
ル
紹
介
◇

                

〜
自
慢
の
作
品
が
ず
ら
り
〜



⑰

町内の小中学生の国際感覚と外国語能力向上のため、
導入しているＡＬＴ（外国語指導助手）制度。

白浜町では現在、２人のＡＬＴが活躍しています。

　
町
内
の
小
学
校
11
校
、
中
学
校

２
校
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
や
楽
器
演

奏
を
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
日

時
　
11
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜

●
場

所
　
白
浜
会
館

　
県
民
の
美
術
作
品
に
対
す
る
創

作
意
欲
を
盛
ん
に
し
て
、
美
術
文

化
の
向
上
と
発
展
の
一
助
と
す
る

た
め
、
毎
年
和
歌
山
県
美
術
展
覧

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
第
60
回
記
念
和
歌
山
県

美
術
展
覧
会
も
、
昨
年
に
引
き
続

き
移
動
美
術
展
と
し
て
「
第
11
回

白
浜
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
和
歌
山
県
内
各
地
で
現
在
活
躍

中
の
方
々
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
〜
19
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所
　
白
浜
会
館

●
入
場
無
料

●
出
品
作
品

　
　
洋
画
・
日
本
画
・
書
・
工
芸

　
　
彫
塑
・
写
真

【
昨
年
の
白
浜
展
の
様
子
】

【昨年の白浜音楽祭】



⑱

　図書の整理のため下記の日程で“蔵書点検”を行
います。蔵書点検期間中は休館（室）になりますの
で、開館（室）している館（室）をご利用ください
ますようよろしくお願いします。

☆本館☆本館☆本館☆本館☆本館
　１１月２９日（水）～１２月　１日（金）
☆白浜分室☆白浜分室☆白浜分室☆白浜分室☆白浜分室
　１２月　５日（火）～１２月　９日（土）
☆富田分室☆富田分室☆富田分室☆富田分室☆富田分室
　１１月２２日（水）～１１月２４日（金）

・１１月４日（土）
　富田分室　　午前１０時３０分～
　本　　館　　午後　２時３０分～

　１１月９日（木）・２４日（金）北富田小学校

　１１月１６日(木)　午前１０時～　本館
　テキスト『ベラ・Ｂ・ウィリアムス』の本
　＊テキストは本館においてあります。

◇日　時

◇場　所

◇内　容

     「「「「「おおおおおはははははなななななしししししののののの部部部部部屋屋屋屋屋」」」」」

　　　　 おはなし・

　　　　　　 絵本の読み聞かせ・

　　　　　　　　 紙芝居や折り紙



　　　　　　

（平成１３年８月９日生）

（平成１５年１２月２日生）

　　博明さん・美佐子さんの長女・次女

安
居
俳
句
会

　　
栗
の
飯
匂
う
我
が
家
の
安
堵
か
な
　
　
　
み
き
ゑ

き
ゅ
う
か
つ

こ
と
じ

　
久
闊
の
声
あ
ち
こ
ち
に
秋
彼
岸
　
　
　
　
琴
柱

は

ざ

わ
ら

せ

つ

　
稲
架
伝
い
藁
塚
崩
す
子
等
も
な
く
　
　
　
勢
津

ひ
さ
え

　
庭
石
を
か
く
し
お
ゝ
せ
ず
こ
ぼ
れ
萩
　
　
久
枝

ほ
わ
た

き
ん
じ
ろ
う

　
這
り
来
て
出
て
ゆ
く
穂
絮
生
き
て
ゐ
る
　
金
次
郎

し
お
み

　
曼
珠
沙
華
花
の
盛
り
の
空
家
か
な
　
　
　
汐
美

市
鹿
野
若
草
会

　

け
い
こ

　
コ
ス
モ
ス
の
黄
が
独
り
占
め
河
川
敷
　
　
桂
子

き
ょ
う
こ

　
畦
道
や
火
の
這
ふ
さ
ま
に
彼
岸
花
　
　
　
京
子

い
し
こ

　
引
く
波
に
砂
の
つ
ぶ
や
く
十
三
夜
　
　
　
石
子

　
虎
杖
の
花
の
零
る
る
王
子
径
　
　
　
　
　
サ
ダ
子

　
麻
酔
覚
め
此
の
世
の
虫
の
声
を
聞
く
　
　
み
き
枝

ふ

み

よ

　
川
の
鵜
に
陣
取
ら
れ
た
る
下
り
鮎
　
　
　
富
美
代

　
秋
集
う
約
束
待
た
ず
友
逝
け
り
　
　
　
　
み
な
子

さ
だ
み

　
知
ら
ぬ
名
の
多
き
秋
草
径
を
行
く
　
　
　
貞
美

あ
き
よ

　
秋
風
や
掌
に
一
滴
の
化
粧
水
　
　
　
　
　
昭
代

か
ず
こ

　
月
見
酒
夫
に
一
口
貰
ひ
け
り
　
　
　
　
　
量
子

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
今
日
よ
り
愛
羽
根
を
付
け
　
み
ち
子

き
よ

　
秋
彼
岸
墓
を
浄
め
て
子
等
を
待
つ
　
　
　
く
す

『わがやのスター』募集中！ (詳しくは、役場企画財政課広報担当まで)

椿
園
湯
の
花
句
会

た
な
か
た
ま
の

　
暁
は
宵
よ
り
淋
し
鉦
叩
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
玉
能

く
す
も
と
や

ち

よ

　
走
り
咲
く
萩
に
や
さ
し
き
今
日
の
雨
　
　
　
楠
本
八
千
代

や
ま
も
と
け
ん
じ

　
小
さ
き
灯
と
も
し
て
夜
学
せ
し
昔
　
　
　
　
山
本
健
二

い
と
う

　
句
を
記
す
老
秋
灯
を
低
う
し
て
　
　
　
　
　
伊
藤
み
き

い
ま
づ
か
つ
み

　
亡
き
父
母
へ
今
宵
の
月
の
事
話
す
　
　
　
　
今
津
勝
美

と
り
ぶ
ち
あ
き
と
し

　
万
緑
の
中
白
壁
の
蔵
構
え
　
　
　
　
　
　
　
鳥
渕
晃
利

た
し
ま
う
め
の

　
木
犀
の
香
に
ふ
る
さ
と
の
便
り
待
つ
　
　
　
田
島
梅
野

か
ら
す
う
り
俳
句
会

さ
ち
こ

　
秋
日
和
バ
ス
の
並
べ
る
遍
路
道
　
　
　
　
　
祥
子

い
っ
す
い

　
川
風
に
し
ば
し
残
暑
も
遠
ざ
か
る
　
　
　
　
一
水

し
ろ
が
ね

き

よ

こ

　
一
條
の
日
矢
銀
の
波
秋
深
か
む
　
　
　
　
　
喜
代
子

　
去
り
し
人
の
置
土
産
か
や
す
が
れ
虫
　
　
　
き
み
子

さ
ち
こ

　
背
の
藍
は
黒
潮
の
色
初
秋
刀
魚
　
　
　
　
　
幸
子

い
　
く
　
こ

　
水
澄
む
や
稚
魚
に
水
輪
の
一
つ
づ
つ
　
　
　 

尹
久
子

あ

か
お
け

か
つ
こ

　
閼
伽
桶
を
ふ
せ
て
水
切
る
菊
日
和
　
　
　
　
捷
子

え

つ

こ

　
飛
行
雲
一
筋
秋
の
空
を
切
り
　
　
　
　
　
　
江
津
子

す
ず
え

　
庇
い
合
う
敗
者
の
涙
夏
果
つ
る
　
　
　
　
　
鈴
枝

ひ
ろ
こ

　
秋
澄
む
や
木
々
と
触
れ
あ
ふ
風
の
声
　
　
　
弘
子

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の
皆

さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
課
広
報

担
当
ま
で
。

⑲
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■
編
集
・
発
行

　
白
浜
町
企
画
財
政
課
企
画
係
　
℡
０
７
３
９
・
４
３
・
５
５
５
５(

代
）

　
〒
６
４
９
ー
２
２
１
１
　
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地

NO.9

記念品の当選者は、次の１０人の皆さんです。おめでとうございます。


